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Ⅰ．在宅介護実態調査について 

１．調査の目的 

在宅で介護を受けている高齢者について、介護の実態や介護者の就労状況等を把握し、利用

している介護サービスや要介護度、世帯構成などとの集計を行うことで、今後必要とされる支

援内容や、介護者の介護離職防止を念頭に置いたサービス展開等を検討することを目的に調査

を実施。 

調査は国から示された調査票をもとに実施。調査件数は、国から各市町村 600 件程度実施す

ることと示されている。（地域の実情に応じて調査数は設定する） 

 

 

２．調査の概要 

調査実施期間：令和４年 10月～令和５年６月 

調 査 方 法：調査員による配布・回収 

調査対象者：在宅で生活をしている要支援・要介護を受けている方のうち、更新申請・区分

変更申請に伴う認定調査を受ける(受けた)方。 

有効回答数：751 件 

調 査 内 容：・要介護者と介護者の状況    ・介護者の就労状況 

 ・行っている介護の内容     ・就労と介護の継続について 

 ・サービスの利用状況      ・新型コロナウイルス感染症の影響 

 ・施設入所の意向 

 

 

３．本報告の構成 

本報告では、在宅介護実態調査の集計結果より、主な分析項目を全国(令和２年版「在宅介護

実態調査の集計結果(全国集計)【10 万人以上 30万人未満】)と比較しながら、市の状況把握を

行っている。 

 

 

４．報告書の見方 

●グラフ中の「％」は小数点第２位を四捨五入しているため、単数回答の設問(１つだけに〇

をつけるもの)であっても合計が 100％にならない場合があります。また、複数回答の設問

の場合(あてはまるものすべてに〇をつけるもの)は「ｎ」に対する各選択肢の回答者数の割

合を示します。 

●グラフ中の選択肢は、原則として調査票に記載された表現のまま記載していますが、文字数

が多い場合は要約して記載する場合もあります。 
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５．調査結果より（国の分析項目を中心に掲載） 

(1)基本的な項目 

①年齢 

本調査回答者(介護を受けている方)の年齢は、「85～89歳」が 24.5％、「80～84歳」が 19.2％

で、他の年齢層より高い。これらを合わせると、80 代が 43.7％を占める。また、90 代以上

も合わせると 68.3％となる。在宅生活を送る要介護者の約７割が 80 歳以上であることがわ

かる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②世帯類型 

在宅介護を受けている高齢者の世帯構成を見ると、三世代同居等に該当する「その他」が

55.1％と最も高く、次いで「単身世帯」が 27.7％、「夫婦のみ世帯」が 16.0％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

  

27.7% 16.0% 55.1% 1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(751人)

単身世帯 夫婦のみ世帯 その他 無回答

2.4%(18人)

4.9%(37人)

9.5%(71人)

10.9%(82人)

19.2%(144人)

24.5%(184人)

17.6%(132人)

6.3%(47人)

0.7%(5人)

4.1%(31人)

0 10 20 30 40

65歳未満

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85～89歳

90～94歳

95～99歳

100歳以上

不明 回答者実数：751人

（％）

年齢 

世帯類型 
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③要介護度 

在宅介護者の要介護度を見ると、「要介護２」が 17.8％と最も高く、「要介護１」が 16.9％、

「要支援２」が 15.6％でこれに次いでいる。また、要介護３以上の中重度者は、34.3％であ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④認知高齢者自立度 

在宅要介護者の認知自立度を見ると、「Ⅱ」が 43.3％で最も高く、次いで「自立＋Ⅰ」が

32.6％となっている。 

要介護度別に見ると、「要支援１・２」では「自立＋Ⅰ」が 88.4％で大半を占めている。し

かし、「要介護１・２」になると「Ⅱ」が 79.3％を占め、「要介護３以上」では「Ⅲ以上」が

48.4％で最も高い。要介護３以上では、日常生活に支障を来たす症状・行動で困難さが見ら

れ、介護を必要とする人が非常に多くなることがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

32.6%

88.4%

11.1%

15.1%

43.3%

11.6%

79.3%

36.4%

20.0%

9.6%

48.4%

4.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(751人)

要支援１･２

(189人)

要介護１･２

(261人)

要介護３

(258人)

自立＋Ⅰ Ⅱ Ⅲ以上 不明

0.8%(6人)

9.6%(72人)

15.6%(117人)

16.9%(127人)

17.8%(134人)

12.5%(94人)

14.1%(106人)

7.7%(58人)

4.9%(37人)

0 10 20 30 40

非該当_認定

要支援１

要支援２

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

不明 回答者実数：751人

（％）
要介護度 

要介護度別・認知高齢者自立度 
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⑤家族による介護の頻度 

家族介護による介護の頻度を見ると、「ほぼ毎日」が 59.1％であり、日常的に介護を行っ

ている割合が非常に高い。 

要介護度別に見ると、要介護１・２の介護度の方が「ほぼ毎日」と答えた割合が高くなっ

ている。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥主な介護者 

主な介護者は、「子」が 58.5％と最も高く、次いで「配偶者」が 23.5％、「兄弟・姉妹」が

6.2％、「子の配偶者」が 4.9％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

⑦主な介護者の性別 

主な介護者の性別は、「女性」が 67.5％と６割を超え、「男性」が 31.2％となっている。 

 

 

 

 

 

 

  

31.2% 67.5% 1.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(634人)

男性 女性 無回答

23.5% 58.5%
4.9%

2.2%

6.2%

3.0%

1.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(634人)

配偶者 子 子の配偶者 孫 兄弟・姉妹 その他 無回答

12.4%

11.1%

6.5%

18.6%

12.8%

12.2%

5.7%

20.2%

9.1%

16.4%

8.0%

5.0%

3.5%

4.2%

5.7%

0.4%

59.1%

51.9%

69.3%

55.4%

3.2%

4.2%

4.6%

0.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(751人)

要支援１･２

(189人)

要介護１･２

(261人)

要介護３以上

(258人)

ない   ----------------------------------

週に１～２日ある 週に３～４日ある

ほぼ毎日ある 無回答

要介護度別・家族による介護の頻度 

主な介護者 

主な介護者の性別 
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⑧主な介護者の年齢 

主な介護者の年齢は、「60 代」が最も高く 26.3％、次いで「50 代」の 25.7％となってい

る。これら２つの年代を合わせると５割を占める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨主な介護者の勤務形態 

主な介護者の勤務形態を見ると、「働いていない」が 47.8％で最も高い。次いで「フルタ

イムで働いている」が 31.2％、「パートタイムで働いている」が 17.4％であり、働いている

介護者は 48.6％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

31.2% 17.4% 47.8% 0.8% 2.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(634人)

フルタイムで働いている パートタイムで働いている

働いていない 主な介護者に確認しないと、わからない

無回答

0.0%(0人)

0.5%(3人)

3.3%(21人)

10.7%(68人)

25.7%(163人)

26.3%(167人)

21.1%(134人)

10.1%(64人)

0.3%(2人)

1.9%(12人)

0 10 20 30 40

20歳未満

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80歳以上

わからない

無回答 回答者実数：634人

（％）
主な介護者の年齢 

主な介護者の勤務形態 
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⑩介護者は日中、在宅しているか 

介護者の日中の在宅状況を見ると、「日中はほとんど家にいる」が 37.5％で最も高いもの

の“家にいない”も 39.4％あり、特に「仕事のため、日中はほとんど家にいない」は 25.4％

であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑪介護者の孤独感 

介護者の孤独感について見ると、「ときどき感じる」が 31.7％で比較的高い。「よく感じる」

と合わせると、孤独感がある介護者は 43.7％となる。また、要介護度別に見ると、孤独感が

ある介護者は、要介護１・２で 45.3％、要介護３以上は 51.7％であり、要支援者の 32.5％

に比べて高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

12.0%

7.5%

13.8%

13.9%

31.7%

25.0%

31.5%

37.8%

27.4%

28.8%

31.0%

22.0%

20.7%

30.6%

15.1%

19.1%

8.2%

8.1%

8.6%

7.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(634人)

要支援１･２

(160人)

要介護１･２

(232人)

要介護３以上

(209人)

よく感じる ときどき感じる あまり感じない ほとんど感じない 無回答

37.5%

32.5%

37.9%

42.6%

25.4%

32.5%

23.3%

21.1%

9.0%

7.5%

9.5%

9.1%

5.0%

4.4%

7.3%

3.8%

14.8%

14.4%

14.2%

16.7%

8.2%

8.8%

7.8%

6.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(634人)

要支援１･２

(160人)

要介護１･２

(232人)

要介護３以上

(209人)

日中はほとんど家にいる 仕事のため、日中はほとんど家にいない

仕事のため、日中の半日程度家にいない   ----------------------------------

その他 無回答

要介護度別・介護者は日中、在宅しているか 

要介護度別・介護者の孤独感 
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⑫主な介護者の就労継続の可否に係る意識 

主な介護者の就労継続の意識を尋ねたところ、「問題はあるが、何とか続けていける」が

50.3％で半数を占めている。「問題なく、続けていける」は 22.1％であり、これら２つを合

わせると、継続できるという回答が 72.4％となっている。 

そのほか、「続けていくのは、やや難しい」が 11.7％、「続けていくのは、かなり難しい」

が 6.2％であり、就労継続が困難と考えている介護者は 17.9％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑬主な介護者の方が行っている介護等 

主な介護者が行っている介護としては、「外出の付き添い、送迎等」が 80.8％で最も高く、

次いで「その他の家事(掃除、洗濯、買い物等)」が 77.6％、「金銭管理や生活面に必要な諸手

続き」が 76.5％、「食事の準備(調理等)」が 65.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

29.3%(186人)

24.6%(156人)

12.6%(80人)

25.4%(161人)

27.1%(172人)

42.1%(267人)

30.1%(191人)

80.8%(512人)

53.3%(338人)

30.3%(192人)

4.1%(26人)

65.8%(417人)

77.6%(492人)

76.5%(485人)

3.9%(25人)

0.0%(0人)

1.6%(10人)

0 20 40 60 80 100

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、ストーマ等）

食事の準備（調理等）

その他の家事(掃除､洗濯､買い物等)

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

その他

わからない

無回答 回答者実数：634人

（％）

22.1% 50.3% 11.7% 6.2% 2.6% 7.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(308人)

問題なく、続けていける 問題はあるが、何とか続けていける

続けていくのは、やや難しい 続けていくのは、かなり難しい

主な介護者に確認しないと、わからない 無回答

主な介護者の就労継続の可否に係る意識 

主な介護者の方が行っている介護等 
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要介護度別に見ると、各要介護度とも先に示した「外出の付き添い、送迎等」、「その他の

家事(掃除、洗濯、買い物等)」、「金銭管理や生活面に必要な諸手続き」、「食事の準備(調理等)」

が高いが、要介護３以上では「日中の排泄」、「夜間の排泄」、「食事の介助(食べるとき)」、「身

だしなみ(洗顔・歯磨き等)」、「衣類の着脱」、「屋内の移乗・移動」がほかの介護度よりも非

常に高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

5.0%(8人)

6.3%(10人)

4.4%(7人)

15.6%(25人)

5.0%(8人)

14.4%(23人)

11.3%(18人)

79.4%(127人)

23.1%(37人)

5.6%(9人)

1.3%(2人)

51.9%(83人)

77.5%(124人)

57.5%(92人)

6.9%(11人)

0.0%(0人)

0.6%(1人)

22.8%(53人)

15.9%(37人)

5.6%(13人)

27.2%(63人)

22.0%(51人)

43.5%(101人)

23.7%(55人)

87.9%(204人)

66.4%(154人)

45.3%(105人)

3.0%(7人)

79.3%(184人)

85.3%(198人)

84.1%(195人)

1.3%(3人)

0.0%(0人)

1.3%(3人)

55.0%(115人)

48.8%(102人)

26.8%(56人)

30.6%(64人)

50.2%(105人)

63.2%(132人)

52.6%(110人)

76.6%(160人)

63.6%(133人)

33.0%(69人)

7.7%(16人)

63.2%(132人)

68.4%(143人)

84.2%(176人)

4.3%(9人)

0.0%(0人)

1.4%(3人)

0 20 40 60 80 100

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、ストーマ等）

食事の準備（調理等）

その他の家事(掃除､洗濯､買い物等)

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

その他

わからない

無回答

要支援１･２ (160人)

要介護１･２ (232人)

要介護３以上(209人)

（％）

要介護度別・主な介護者の方が行っている介護等 
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⑭あなたに代わって要介護者の介護を担ってくれる人 

あなたに代わって要介護者の介護を担ってくれる人については、「いない」が 29.2％と最

も高く、次いで「頼めばいる」が 26.7％、「頼めばいるが頼みにくい」が 19.9％、「いる」が

18.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

⑮介護する人ご自身に必要と思われる支援 

介護する人ご自身に必要と思われる支援は、「介護する人に役立つ情報の提供」が 29.7％

と最も高く、次いで「経済的支援」が 27.1％、「介護する人の健康管理への支援」が 24.0％、

「災害時も含め、緊急時に利用できて要介護者の生活を変えないサービス」が 23.0％、「気

軽に休息や睡眠がとれる機会の確保」が 20.2％となっており、以上の５項目が 20％を超えて

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

9.8%(62人)

29.7%(188人)

20.2%(128人)

13.1%(83人)

12.8%(81人)

5.0%(32人)

13.9%(88人)

19.2%(122人)

8.2%(52人)

6.9%(44人)

27.1%(172人)

24.0%(152人)

23.0%(146人)

18.9%(120人)

6.9%(44人)

14.0%(89人)

0 10 20 30 40

電話や訪問による相談体制の整備

介護する人に役立つ情報の提供

気軽に休息や睡眠がとれる機会の確保

気軽に情報交換できる環境の紹介・提供

勤務しやすい柔軟な働き方

就労及び再就職への支援

２４時間対応の在宅サービスの提供

入居施設等の生活の場の整備・充実

介護者支援の社会的な理解

専門職や行政職員の介護者支援の理解

経済的支援

介護する人の健康管理への支援

＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠

＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠

その他

無回答 回答者実数：634人

（％）

18.8% 26.7% 19.9% 29.2% 5.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(634人)

いる 頼めばいる 頼めばいるが頼みにくい いない 無回答

あなたに代わって要介護者の介護を担ってくれる人 

介護する人ご自身に必要と思われる支援 
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⑯ご本人(認定調査対象者)の介護を主な理由として仕事を辞めた方 

介護を主な理由として、過去１年の間に仕事を辞めた又は転職した方はいるかについては、

「介護のために仕事を辞めた家族・親族はいない」が 84.2％と圧倒的に高く、次いで「主な

介護者が仕事を辞めた(転職除く)」が 4.6％、「わからない」が 3.3％、「主な介護者以外の家

族・親族が仕事を辞めた(転職除く)」が 2.1％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

4.6%(29人)

2.1%(13人)

0.8%(5人)

0.6%(4人)

84.2%(534人)

3.3%(21人)

4.4%(28人)

0 20 40 60 80 100

主な介護者が仕事を辞めた（転職除く）

＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠

主な介護者が転職した

主な介護者以外の家族・親族が転職した

介護のために仕事を辞めた家族・親族はいない

わからない

無回答 回答者実数：634人

（％）
ご本人(認定調査対象者)の介護を主な理由として仕事を辞めた方 
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⑰仕事と介護を両立するために勤め先に支援してほしいこと 

仕事と介護を両立するために勤め先に支援してほしいこととしては、「介護休業・介護休暇

等の制度の充実」、「介護をしている従業員への経済的な支援」、「労働時間の柔軟な選択(フレ

ックスタイム制など)」が高くなっている。仕事と介護の両立が難しいという人では、上記の

ほかに「介護をしている従業員への経済的な支援」を望む割合が、両立に問題ないという人

より高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の介護の状況別・仕事と介護を両立するために勤め先に支援してほしいこと 

 
回答者 

実数 

自営業・フリーラ

ンス等のため、勤

め先はない 

介護休業・介

護休暇等の制

度の充実 

制度を利用

しやすい職

場づくり 

労働時間の柔軟な

選択（フレックス

タイム制など） 

働く場所の多様化

（在宅勤務・テレ

ワークなど） 

仕事と介護の

両立に関する

情報の提供 

問題なく、続けて

いける 
 68 人 

13.2％ 26.5％ 25.0％ 17.6％ 1.5％ 8.8％ 

( 9 人) (18 人) (17 人) (12 人) ( 1 人) ( 6 人) 

問題はあるが、何

とか続けていける 
155 人 

13.5％ 44.5％ 25.8％ 29.7％ 7.7％ 14.8％ 

(21 人) (69 人) (40 人) (46 人) (12 人) (23 人) 

続けていくのは、

やや難しい 
 36 人 

13.9％ 30.6％ 8.3％ 30.6％ 13.9％ 8.3％ 

( 5 人) (11 人) ( 3 人) (11 人) ( 5 人) ( 3 人) 

続けていくのは、

かなり難しい 
 19 人 

42.1％ 31.6％ 10.5％ 10.5％ 0.0％ 15.8％ 

( 8 人) ( 6 人) ( 2 人) ( 2 人) ( 0 人) ( 3 人) 

主な介護者に確認し

ないと、わからない 
  8 人 

0.0％ 0.0％ 0.0％ 12.5％ 0.0％ 0.0％ 

( 0 人) ( 0 人) ( 0 人) ( 1 人) ( 0 人) ( 0 人) 
 

 
回答者 

実数 

介護に関する相

談窓口・相談担

当者の設置 

介護をしてい

る従業員への

経済的な支援 

その他 特にない 

主な介護者に確

認しないと、わ

からない 

無回答 

問題なく、続けて

いける 
 68 人 

4.4％ 16.2％ 1.5％ 30.9％ 0.0％ 2.9％ 

( 3 人) (11 人) ( 1 人) (21 人) ( 0 人) ( 2 人) 

問題はあるが、何

とか続けていける 
155 人 

10.3％ 31.0％ 1.3％ 14.8％ 0.6％ 1.9％ 

(16 人) (48 人) ( 2 人) (23 人) ( 1 人) ( 3 人) 

続けていくのは、

やや難しい 
 36 人 

13.9％ 22.2％ 8.3％ 13.9％ 0.0％ 5.6％ 

( 5 人) ( 8 人) ( 3 人) ( 5 人) ( 0 人) ( 2 人) 

続けていくのは、

かなり難しい 
 19 人 

5.3％ 36.8％ 0.0％ 5.3％ 5.3％ 0.0％ 

( 1 人) ( 7 人) ( 0 人) ( 1 人) ( 1 人) ( 0 人) 

主な介護者に確認し

ないと、わからない 
  8 人 

0.0％ 0.0％ 0.0％ 37.5％ 37.5％ 12.5％ 

( 0 人) ( 0 人) ( 0 人) ( 3 人) ( 3 人) ( 1 人) 

14.6%(45人)

34.4%(106人)

21.1%(65人)

24.0%(74人)

5.8%(18人)

11.4%(35人)

8.1%(25人)

24.4%(75人)

1.9%(6人)

18.5%(57人)

2.3%(7人)

5.2%(16人)

0 10 20 30 40 50

自営業・フリーランス等のため、勤め先はない

介護休業・介護休暇等の制度の充実

制度を利用しやすい職場づくり

労働時間の柔軟な選択（フレックスタイム制など）

働く場所の多様化（在宅勤務・テレワークなど）

仕事と介護の両立に関する情報の提供

介護に関する相談窓口・相談担当者の設置

介護をしている従業員への経済的な支援

その他

特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

無回答 回答者実数：308人

（％）

仕事と介護を両立するために勤め先に支援してほしいこと 
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⑱サービスの組み合わせ 

介護サービス利用の組み合わせについて見ると、「通所系のみ」が 51.9％で最も高く、次

いで、「訪問＋通所」が 16.4％、「未利用」(住宅改修や福祉用具利用は除く)が 15.4％あり、

その他の組み合わせは 10％未満にとどまっている。 

また、「訪問系のみ」が 8.0％あり、通所系より訪問系サービスの利用率が非常に低い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

15.4%(116人)

8.0%(60人)

51.9%(390人)

0.5%(4人)

16.4%(123人)

0.0%(0人)

1.3%(10人)

0.4%(3人)

1.2%(9人)

0.7%(5人)

0.0%(0人)

0.0%(0人)

0.0%(0人)

0.0%(0人)

4.1%(31人)

0 20 40 60 80

未利用

訪問系のみ

通所系のみ

短期系のみ

訪問＋通所

訪問＋短期

通所＋短期

訪問＋通所＋短期

小規模多機能

看護多機能

定期巡回のみ

定期巡回＋通所

定期巡回＋短期

定期巡回＋通所＋短期

不明 回答者実数：751人

（％）
サービス組み合わせ 
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要介護度別に見ると、「通所系のみ」は要介護１・２が高く 59.4％、要支援１・２と要介護

３以上では 51.9％となっている。「未利用」は要支援１・２で高く 23.3％、要介護１・２と

要介護３以上では１割程度となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

23.3%(44人)

11.6%(22人)

51.9%(98人)

0.0%(0人)

12.7%(24人)

0.0%(0人)

0.0%(0人)

0.0%(0人)

0.5%(1人)

0.0%(0人)

0.0%(0人)

0.0%(0人)

0.0%(0人)

0.0%(0人)

0.0%(0人)

13.8%(36人)

5.0%(13人)

59.4%(155人)

1.1%(3人)

17.2%(45人)

0.0%(0人)

1.1%(3人)

0.0%(0人)

1.9%(5人)

0.4%(1人)

0.0%(0人)

0.0%(0人)

0.0%(0人)

0.0%(0人)

0.0%(0人)

11.2%(29人)

8.9%(23人)

51.9%(134人)

0.4%(1人)

20.9%(54人)

0.0%(0人)

2.7%(7人)

1.2%(3人)

1.2%(3人)

1.6%(4人)

0.0%(0人)

0.0%(0人)

0.0%(0人)

0.0%(0人)

0.0%(0人)

0 20 40 60 80

未利用

訪問系のみ

通所系のみ

短期系のみ

訪問＋通所

訪問＋短期

通所＋短期

訪問＋通所＋短期

小規模多機能

看護多機能

定期巡回のみ

定期巡回＋通所

定期巡回＋短期

定期巡回＋通所＋短期

不明

要支援１･２ (189人)

要介護１･２ (261人)

要介護３以上(258人)

（％）
要介護度別・サービス組み合わせ 
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⑲訪問系サービス利用回数 

訪問系サービスの利用回数を見ると、「０回」が 71.0％で圧倒的に高い。そのほか、「１～

４回」が 7.3％、「５～14回」が 10.8％であり、15回以上の利用は 6.8％にとどまっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

要介護度別に見ると、「０回」は要支援１・２と要介護１・２で高く７割半ば、と要介護３

以上では 69.0％となっている。25 回以上利用している人は要介護３以上が高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

75.7%(143人)

7.9%(15人)

15.3%(29人)

1.1%(2人)

0.0%(0人)

0.0%(0人)

0.0%(0人)

0.0%(0人)

77.4%(202人)

4.6%(12人)

12.6%(33人)

3.4%(9人)

0.4%(1人)

0.8%(2人)

0.8%(2人)

0.0%(0人)

69.0%(178人)

10.5%(27人)

7.0%(18人)

3.5%(9人)

1.2%(3人)

3.5%(9人)

5.4%(14人)

0.0%(0人)

0 20 40 60 80 100

０回

１～４回

５～14回

15～24回

25～31回

32～49回

50回以上

不明

要支援１･２ (189人)

要介護１･２ (261人)

要介護３以上(258人)

（％）

71.0%(533人)

7.3%(55人)

10.8%(81人)

2.7%(20人)

0.5%(4人)

1.5%(11人)

2.1%(16人)

4.1%(31人)

0 20 40 60 80 100

０回

１～４回

５～14回

15～24回

25～31回

32～49回

50回以上

不明 回答者実数：751人

（％）訪問系サービス利用回数 

要介護度別・訪問系サービス利用回数 
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⑳通所系サービス利用回数 

通所系サービスの利用回数を見ると、「15～24 回」が 32.4％で最も高い。次いで「０回」

が 25.7％、「５～９回」が 17.3％、「10～14 回」が 12.5％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通所系サービスの利用回数を要介護度別に見ると、「０回」、「１～４回」、「５～９回」は要

支援１・２で高いが、「15～24 回」では要介護３以上が 59.7％と非常に高くなっている。中

重度の要介護者では、通所系サービスを毎日のように利用する傾向であることがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

35.4%(67人)

17.5%(33人)

33.3%(63人)

8.5%(16人)

5.3%(10人)

0.0%(0人)

0.0%(0人)

22.2%(58人)

6.1%(16人)

19.2%(50人)

21.8%(57人)

30.3%(79人)

0.4%(1人)

0.0%(0人)

22.9%(59人)

0.8%(2人)

6.2%(16人)

8.1%(21人)

59.7%(154人)

2.3%(6人)

0.0%(0人)

0 20 40 60 80

０回

１～４回

５～９回

10～14回

15～24回

25回以上

不明

要支援１･２ (189人)

要介護１･２ (261人)

要介護３以上(258人)

（％）

25.7%(193人)

7.1%(53人)

17.3%(130人)

12.5%(94人)

32.4%(243人)

0.9%(7人)

4.1%(31人)

0 10 20 30 40 50

０回

１～４回

５～９回

10～14回

15～24回

25回以上

不明 回答者実数：751人

（％）通所系サービス利用回数 

要介護度別・通所系サービス利用回数 
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通所系サービスの頻回な利用(15 回以上)はどのような人で多くなっているのか見ると、 

・要介護度：要介護３以上（62.0％） 

・認知高齢者自立度：Ⅲ以上（日常生活上困難さが見られる）（65.3％） 

・世帯類型：その他世帯（三世代世帯等）（43.7％） 

・施設入所希望：すでに入所・入居申し込みをしている（70.0％） 

・施設入所希望理由：日中働いているため、介助などの世話が大変（44.0％） 

 

このような傾向が見られた。特に重度の要介護者、認知症状の重度者で頻回な利用が見ら

れた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

38.4%

21.5%

19.3%

12.7%

5.8%

2.0%

29.4%

16.6%

2.7%

8.6%

17.5%

10.7%

11.0%

37.8%

62.0%

0.6%

3.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自立＋Ⅰ

(245人)

Ⅱ

(325人)

Ⅲ以上

(150人)

０回 １～４回 ５～９回 10～14回 15～24回 25回以上 不明

29.3%

37.5%

20.5%

10.1%

8.3%

5.1%

21.6%

20.0%

14.3%

11.1%

16.7%

12.3%

22.6%

15.0%

42.0% 1.7%

5.3%

2.5%

4.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

単身世帯

(208人)

夫婦のみ世帯

(120人)

その他

(414人)

０回 １～４回 ５～９回 10～14回 15～24回 25回以上 不明

世帯類型別・通所系サービス利用回数 

認知症高齢者自立度別・通所系サービス利用回数 
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30.2%

12.0%

32.4%

25.0%

22.2%

4.7%

8.0%

8.1%

25.0%

18.6%

20.0%

10.8%

25.0%

11.1%

14.0%

8.0%

16.2%

12.5%

22.2%

32.6%

40.0%

27.0%

44.4%

4.0%

2.7%

8.0%

2.7%

12.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

在宅介護の世話が身体的につらいため

(43人)

日中働いているため、介助などの世話が大変

(25人)

入所していた方が安心だから

(37人)

本人の希望だから

( 8人)

その他

( 9人)

０回 １～４回 ５～９回 10～14回

15～24回 25回以上 不明

27.5%

26.6%

13.3%

7.6%

7.0%

1.7%

18.2%

16.8%

6.7%

13.1%

14.0%

5.0%

28.8%

30.8%

65.0%

0.4%

1.4%

5.0%

4.4%

3.5%

3.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

入所・入居は検討していない

(527人)

入所・入居を検討している

(143人)

すでに入所・入居申し込みをしている

( 60人)

０回 １～４回 ５～９回 10～14回 15～24回 25回以上 不明

施設等検討の状況別・通所系サービス利用回数 

施設等に入所・入居の検討理由別・通所系サービス利用回数 
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(2)施設等検討の状況 

①全国（Ｒ２在宅介護実態調査の集計結果(全国集計)より） 

◎「施設等に申請済み」の割合は、要介護３以上で 12.3％ 

・全国の要介護度別の「施設等検討の状況」を見ると、要介護３以上では要介護度の重度化

に伴い「申請済み」の割合が高くなっており、12.3％となっている。 

・なお、「検討していない」の割合の減少幅は、要支援１・２(87.3％)から要介護１・２(76.5％)

になる段階で▲10.8 ポイント、要介護１・２から要介護３以上(63.0％)になる段階で▲

13.5ポイントと大きくなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②-1 市の調査結果では‥‥ 

市の要介護度別の「施設等検討の状況」では、要介護３以上では「申請済み」が 14.5％と

なっている。 

「検討していない」については、要支援１・２や要介護３以上では全国と同程度の割合で

すが、要介護１・２は 67.7％で、全国の 76.5％を下回っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

89.7%

67.7%

62.7%

8.1%

25.2%

22.9%

2.2%

7.1%

14.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

要支援１・２(n=185)

要介護１・２(n=254)

要介護３以上(n=249)

検討していない 検討中 申請済み

要介護度別・施設等検討の状況 

要介護度別・施設等検討の状況 
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②-2 施設等検討理由（市の調査結果） 

施設入所の検討理由を見ると、最も高いのは「在宅介護の世話が身体的につらいため」が

30.1％、次いで「入所していた方が安心だから」が 25.9％となっている。 

要介護度別に見ると、要支援１・２は「入所していた方が安心だから」が 33.3％で高い。

要介護１・２と要介護３以上では「在宅介護の世話が身体的につらいため」が他の項目より

高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②-3 現在の住まい（市の調査結果） 

現在の住まいについては、「自宅(持ち家、借家)」が 87.1％と最も高く、次いで「住宅型有

料老人ホーム」が 9.1％、「サービス付高齢者住宅」が 1.9％となっている。 

要介護度別に見ると、要支援１・２と要介護１・２は「自宅(持ち家、借家)」が圧倒的に

高く 90％を超えるが、要介護３以上では「自宅(持ち家、借家)」は 66.0％と低くなり、「住

宅型有料老人ホーム」が 25.6％と、他の介護度に比べ高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

87.1%

97.6%

94.8%

66.0%

9.1%

0.6%

3.5%

25.6%

1.9%

1.2%

5.1%

1.9%

1.8%

0.6%

3.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(527人)

要支援１･２

(166人)

要介護１･２

(172人)

要介護３以上

(156人)

自宅（持ち家、借家） 住宅型有料老人ホーム サービス付高齢者住宅 無回答

30.1%

13.3%

37.5%

29.8%

17.5%

26.7%

12.5%

17.5%

25.9%

33.3%

28.1%

21.1%

5.6%

13.3%

4.7%

3.5%

6.3%

6.3%

8.8%

14.7%

13.3%

10.9%

19.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(143人)

要支援１･２

( 15人)

要介護１･２

( 64人)

要介護３以上

( 57人)

在宅介護の世話が身体的につらいため 日中働いているため、介助などの世話が大変

入所していた方が安心だから 本人の希望だから

その他 入所・入居を考えていない

無回答

要介護度別・施設等検討の理由 

要介護度別・現在の住まい 
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(3)介護者が不安に感じる介護 

①全国（Ｒ２在宅介護実態調査の集計結果(全国集計)より） 

◎主な介護者が不安を感じる介護は、要介護３以上では「夜間の排泄」「認知症状への対応」 

・「現在の生活を継続していくにあたって、主な介護者の方が不安に感じる介護」について、

要介護３以上では、特に「夜間の排泄」と「認知症状への対応」で、主な介護者の不安が

大きい傾向となっている。 

・したがって、要介護３以上では、主な介護者が「在宅生活の継続が困難」と判断する特に

重要なポイントとして、「(夜間の)排泄」と「認知症」の２点が挙げられると考えられる。 

・また「認知症状への対応」については、要介護１・２でも特に不安と感じている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

要介護度別・介護者が不安に感じる介護 

要介護３以上では、｢認知

症状への対応｣と｢夜間の

排泄｣について、主な介護

者の不安が大きい 
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②市の調査結果では‥‥ 

市では、要介護３以上については「夜間の排泄」が 33.3％で最も高いほか、「認知症状へ

の対応」、「日中の排泄」がこれに次いで高い。また、要介護１・２では「認知症状への対応」

が 42.4％で最も高く、次いで「夜間の排泄」は 28.5％となっている。在宅介護において、要

介護３以上を抱える家庭だけではなく、要介護１・２を抱える家庭でも、介護において認知

症や夜間の排泄等で不安を抱えていることがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

  

10.2%

18.5%

3.7%

21.3%

0.9%

1.9%

19.4%

40.7%

8.3%

17.6%

0.9%

13.0%

23.1%

12.0%

2.8%

9.3%

4.6%

18.5%

28.5%

6.0%

24.5%

7.9%

4.0%

17.2%

22.5%

22.5%

42.4%

2.0%

22.5%

12.6%

9.3%

4.0%

4.6%

0.7%

28.8%

33.3%

6.8%

18.9%

3.8%

5.3%

22.7%

18.2%

6.8%

29.5%

4.5%

8.3%

5.3%

14.4%

9.1%

10.6%

3.0%

0% 20% 40% 60%

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、ストーマ等）

食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

その他

不安に感じていることは、特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

要支援１・２(n=108) 要介護１・２(n=151) 要介護３以上(n=132)

要介護度別・介護者が不安に感じる介護 
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(4)介護者が不安を感じる介護（サービス利用回数別） 

①全国（Ｒ２在宅介護実態調査の集計結果(全国集計)より） 

◎「訪問回数の増加」に伴い、介護者の「認知症状への対応」「夜間の排泄」の不安が軽減 

・「介護者が不安を感じる介護」と「訪問系サービスの利用回数」の関係を見ると、訪問系サ

ービスの利用回数の増加とともに、「認知症状への対応」と「夜間の排泄」について、介護

者の不安が軽減する傾向がみられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

サービス利用回数別・介護者が不安を感じる介護（訪問系、要介護３以上） 

訪問回数の増加に従い、介

護者が｢認知症状への対応｣

に不安を感じる割合が低下 
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②市の調査結果では‥‥ 

市でも「認知症状への対応」と「夜間の排泄」は、訪問回数が増えると介護の不安が軽減

する傾向が見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

  

26.3%

38.4%

6.1%

18.2%

5.1%

5.1%

24.2%

18.2%

4.0%

34.3%

3.0%

8.1%

6.1%

15.2%

6.1%

9.1%

2.0%

25.0%

20.0%

10.0%

20.0%

0.0%

10.0%

10.0%

5.0%

20.0%

20.0%

10.0%

5.0%

5.0%

5.0%

20.0%

20.0%

10.0%

53.8%

15.4%

7.7%

23.1%

0.0%

0.0%

30.8%

38.5%

7.7%

7.7%

7.7%

15.4%

0.0%

23.1%

15.4%

7.7%

0.0%

0% 20% 40% 60%

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、ストーマ等）

食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

その他

不安に感じていることは、特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

訪問系_0回(n=99) 訪問系_1～14回(n=20) 訪問系_15回以上(n=13)

サービス利用回数別・介護者が不安を感じる介護（訪問系、要介護３以上） 
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(5)サービス利用の組み合わせと施設等検討の状況 

①全国（Ｒ２在宅介護実態調査の集計結果(全国集計)より） 

◎「訪問系」サービスを利用する方は、「施設等の検討・申請割合」が低い 

・「サービス利用の組み合わせ」と「施設等検討の状況」の関係を見ると、訪問系サービスを

利用する方は、施設等の「検討中」、「申請済み」の割合が低い傾向がみられる。 

・なお、特に「訪問系のみ」のケースで、施設等を「検討していない」の割合が高くなって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

サービス利用の組み合わせと施設等検討の状況（要介護３以上） 
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②市の調査結果では‥‥ 

市では、訪問系サービス利用者での施設等の「検討中」「申請済み」の割合は低くなってい

る。 

また、訪問系のみの利用で施設入所を「検討していない」割合は全国より低くなっている。

しかし「申請済み」が 14.3％あり、全国の 5.5％を上回っている。市の訪問系利用者では他

サービス利用者より施設入所意向が少しだが高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

71.4%

60.0%

61.9%

14.3%

21.7%

23.0%

14.3%

18.3%

15.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

訪問系のみ(n=21)

訪問系を含む組み合わせ(n=60)

通所系・短期系のみ(n=139)

検討していない 検討中 申請済み

12.2%

15.8%

2.8%

9.6%

5.3%

8.3%

23.1%

22.8%

30.6%

55.1%

56.1%

58.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

検討していない(n=156)

検討中(n=57)

申請済み(n=36)

未利用 訪問系のみ 訪問系を含む組み合わせ 通所系・短期系のみ

サービス利用の組み合わせと施設等検討の状況（要介護３以上） 
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(6)訪問系サービスの利用回数と施設等検討の状況 

①全国（Ｒ２在宅介護実態調査の集計結果(全国集計)より） 

◎施設等を「検討していない」方は、「訪問系」の利用回数が多い傾向 

・「施設等検討の状況」と「訪問系サービス利用の回数」の関係を見ると、施設等を「検討し

ていない」方では、「訪問系」の利用回数が多い傾向となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②市の調査結果では‥‥ 

市では「施設等検討の状況」と「訪問系サービス利用の回数」の関係をみた。施設等を「検

討していない」方では、「訪問系０回」、「訪問系 15回以上」は 60％強であり、同程度となっ

ている。また、「申請済み」についても、「訪問系０回」は 25.7％、「訪問系 15 回以上」は

25.0％であり、施設サービスの希望は、訪問系サービス未利用者と訪問系サービス 15回以上

利用者とで大きな差は見られない。しかし、「訪問系１～14 回」では施設等を検討していな

い割合が高く、訪問系サービスの利用による施設希望の抑制傾向が見られる。本調査以外の

情報も収集した上で、訪問系サービス利用と施設希望との関係を見極める必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

61.1%

69.0%

62.5%

25.7%

9.5%

25.0%

13.1%

21.4%

12.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

訪問系_0回(n=175)

訪問系_1～14回(n=42)

訪問系_15回以上(n=32)

検討していない 検討中 申請済み

訪問系サービスの利用回数と施設等検討の状況（要介護３以上） 

訪問系サービスの利用回数と施設等検討の状況（要介護３以上） 
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(7)介護者が不安に感じる介護（就労継続見込み別） 

①全国（Ｒ２在宅介護実態調査の集計結果(全国集計)より） 

◎就業継続が困難と考える介護者が不安に感じる介護は、｢認知症状への対応｣｢日中・夜間の

排泄｣が高い傾向 

・「就労の継続の意向」と、「今後の在宅生活継続に向けて、主な介護者が不安に感じる介護」

の関係を見ると、就労継続が難しいと感じるにしたがって、「認知症状への対応」と「夜間

の排泄」「日中の排泄」等について、不安に感じる割合が高くなる傾向がみられた。 

・これらの介護が「在宅生活を継続しながらの就労継続」について、介護者が可否を判断す

るポイントとなっている可能性がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

就労継続見込み別・介護者が不安に感じる介護（フルタイム勤務＋パートタイム勤務） 
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②市の調査結果では‥‥ 

市では、就労継続が困難と考える介護者が不安に感じる介護は、「夜間の排泄」、「認知症状

への対応」、「屋内の移乗・移動」が高くなっている。特に「夜間の排泄」を不安に感じる介

護者が非常に多い。在宅介護を継続する上では、夜間対応型の訪問等も必要と考えられる。 

 

 

 

 

 

 

  

14.0%

20.0%

6.0%

4.0%

0.0%

4.0%

16.0%

28.0%

12.0%

24.0%

2.0%

18.0%

18.0%

14.0%

2.0%

12.0%

2.0%

21.3%

29.8%

4.3%

24.5%

3.2%

1.1%

23.4%

28.7%

17.0%

38.3%

4.3%

18.1%

12.8%

19.1%

6.4%

4.3%

0.0%

22.6%

45.2%

16.1%

22.6%

6.5%

6.5%

35.5%

19.4%

19.4%

35.5%

3.2%

16.1%

9.7%

9.7%

3.2%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60%

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、ストーマ等）

食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

その他

不安に感じていることは、特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

問題なく、続けていける(n=50)

問題はあるが、何とか続けていける(n=94)

続けていくのは「やや＋かなり難しい」(n=31)

就労継続見込み別・介護者が不安に感じる介護（フルタイム勤務＋パートタイム勤務） 



29 

(8)介護保険サービスの利用 

①-1 介護保険サービスの利用状況（市の調査結果） 

介護保険サービスを「利用している」は 72.6％となっている。要介護度別に見ると、要介

護度が上がるとともに利用率も上昇傾向にあり、要介護１・２と要介護３以上では７割を超

えている。（ここでは、住宅改修、福祉用具の利用以外での介護保険サービスについて利用有無を聞いている） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①-2 介護保険サービスを利用していない理由（市の調査結果） 

サービスを利用していない理由では、「現状ではサービスを利用するほどの状態ではない」

が 25.4％で高い。次いで、「本人にサービス利用の希望がない」が 23.1％となっている。未

利用者の大半が利用の“必要性なし”や“利用希望なし”である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

25.4%(34人)

23.1%(31人)

6.0%(8人)

2.2%(3人)

3.0%(4人)

2.2%(3人)

2.2%(3人)

7.5%(10人)

14.9%(20人)

18.7%(25人)

0 10 20 30 40 50

現状では、サービスを利用するほどの状態ではない

本人にサービス利用の希望がない

家族が介護をするため必要ない

以前、利用していたサービスに不満があった

利用料を支払うのが難しい

利用したいサービスが利用できない、身近にない

住宅改修、福祉用具貸与・購入のみを利用するため

サービスを受けたいが手続きや利用方法が分からない

その他

無回答 回答者実数：134人

（％）

72.6%

69.3%

73.6%

76.7%

17.8%

22.8%

16.9%

12.8%

9.6%

7.9%

9.6%

10.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(751人)

要支援１･２

(189人)

要介護１･２

(261人)

要介護３以上

(258人)

利用している 利用していない 無回答

要介護度別・介護保険サービスの利用状況 

介護保険サービスを利用していない理由 
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要介護度別に見ると、「現状ではサービスを利用するほどの状態ではない」は、要支援１・

２や要介護３以上で高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

32.6%(14人)

23.3%(10人)

0.0%(0人)

4.7%(2人)

2.3%(1人)

7.0%(3人)

2.3%(1人)

14.0%(6人)

9.3%(4人)

9.3%(4人)

20.5%(9人)

20.5%(9人)

6.8%(3人)

2.3%(1人)

2.3%(1人)

0.0%(0人)

0.0%(0人)

6.8%(3人)

18.2%(8人)

25.0%(11人)

27.3%(9人)

27.3%(9人)

12.1%(4人)

0.0%(0人)

3.0%(1人)

0.0%(0人)

3.0%(1人)

0.0%(0人)

18.2%(6人)

21.2%(7人)

0 10 20 30 40 50

現状では、サービスを利用するほどの状態ではない

本人にサービス利用の希望がない

家族が介護をするため必要ない

以前、利用していたサービスに不満があった

利用料を支払うのが難しい

利用したいサービスが利用できない、身近にない

住宅改修、福祉用具貸与・購入のみを利用するため

サービスを受けたいが手続きや利用方法が分からない

その他

無回答

要支援１･２

(43人)

要介護１･２

(44人)

要介護３以上

(33人)

（％）
要介護度別・介護保険サービスを利用していない理由 
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(9)サービス利用の組み合わせ（就労の状況別） 

①全国（Ｒ２在宅介護実態調査の集計結果(全国集計)より） 

◎「通所系・短期系のみ」の利用が半数程度を占めるが、フルタイム勤務では「訪問系を含

む組み合わせ」が２割ある。 

・全国では、利用している介護保険サービスの組み合わせを見ると、「通所系・短期系のみ」

が半数程度を占めている。また、フルタイム勤務で 22.0％が訪問系を組み合わせたサービ

ス利用をしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②市の調査結果では‥‥ 

市では、「通所系・短期系のみ」の割合は全国の割合より高く、「パートタイム勤務」は 64.1％

と他の「フルタイム勤務」、「働いていない」より高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

18.1%

13.6%

19.0%

8.5%

3.9%

7.5%

22.3%

18.4%

12.9%

51.1%

64.1%

60.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイム勤務(n=188)

パートタイム勤務(n=103)

働いていない(n=295)

未利用 訪問系のみ 訪問系を含む組み合わせ 通所系・短期系のみ

就労状況別・サービス利用の組み合わせ 

就労状況別・サービス利用の組み合わせ 
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(10)介護のための働き方の調整（就労継続見込み別） 

①全国（Ｒ２在宅介護実態調査の集計結果(全国集計)より） 

・全国では、就業継続可能と考える介護者は、職場において働き方の調整を「特に行ってい

ない」割合が高い。また、就労継続が難しいと考える介護者では、特に「労働時間の調整」

をしながら働いている割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

就労継続見込み別・介護のための働き方の調整（フルタイム勤務＋パートタイム勤務） 



33 

②市の調査結果では‥‥ 

市でも全国と同様に「特に行っていない」は就労継続可能と考える介護者では非常に高く

なっている。就労継続が難しいと考える介護者では、「労働時間の調整」が非常に高くなって

いる。 

職場と調整しながら働いているにもかかわらず、就労継続が難しいと考える介護者が多く、

家族介護者に対する職場の理解のほか、在宅介護を継続するために必要と感じることを把握

する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

46.9%

26.6%

21.9%

3.1%

7.8%

1.6%

25.3%

40.4%

31.5%

4.1%

14.4%

0.0%

20.8%

54.7%

30.2%

1.9%

13.2%

0.0%

0% 20% 40% 60%

特に行っていない

介護のために、「労働時間を調整（残業免

除、短時間勤務、遅出・早帰・中抜け等）」し

ながら、働いている

介護のために、「休暇（年休や介護休暇等）」

を取りながら、働いている

介護のために、「在宅勤務」を利用しながら、

働いている

介護のために、2～4以外の調整をしながら、

働いている

わからない

問題なく、続けていける(n=64)

問題はあるが、何とか続けていける(n=146)

続けていくのは「やや＋かなり難しい」(n=53)

就労継続見込み別・介護のための働き方の調整（フルタイム勤務＋パートタイム勤務） 
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(11)在宅生活の継続に必要と感じる支援・サービス 

①全国（Ｒ２在宅介護実態調査の集計結果(全国集計)より） 

◎「在宅生活の継続に必要と感じる支援・サービス」は、要介護３以上では「移送サービス」

が高い 

・要介護度別の「在宅生活の継続に必要と感じる支援・サービス」を見ると、「要介護３以上」

においては、特に「移送サービス(介護・福祉タクシー)等」が 27.8％で、ニーズが高い傾

向がみられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

要介護度別・在宅生活の継続に必要と感じる支援・サービス 

「要介護３以上」では

特に「移送サービス」

のニーズが高い 
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②-1 市の調査結果では‥‥ 

市でも全国と同様に、「要介護３以上」では「移送サービス」が高くなっている。要介護１・

２では、「見守り、声かけ」、「配食」が高い。 

また、「要支援１・２」では、「外出同行(通院、買い物など)」、「配食」が求められている。 

介護保険サービスと、保険外の支援やサービスを組み合わせながら、軽度のため、中重度

のためのそれぞれに適切なサービスの整備等が必要となる。 

 

 

 

 

 

 

 

  

14.3%

9.9%

12.6%

8.2%

7.7%

16.5%

12.6%

11.5%

6.0%

4.9%

53.8%

19.8%

12.3%

13.1%

6.7%

7.9%

16.3%

11.1%

22.6%

6.3%

4.8%

49.6%

11.0%

10.6%

10.6%

6.5%

6.9%

10.2%

13.0%

11.4%

2.4%

9.8%

60.2%

0% 20% 40% 60% 80%

配食

調理

掃除・洗濯

買い物（宅配は含まない）

ゴミ出し

外出同行（通院、買い物など）

移送サービス（介護・福祉ﾀｸｼｰ等）

見守り、声かけ

サロンなどの定期的な通いの場

その他

特になし

要支援１・２(n=182) 要介護１・２(n=252) 要介護３以上(n=246)

要介護度別・在宅生活の継続に必要と感じる支援・サービス 
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②-2 現在利用している「介護保険サービス以外」の支援・サービス（市の調査結果） 

現在利用している「介護保険サービス以外」の支援・サービスについては、要介護３以上

は「見守り、声かけ」、「掃除・洗濯」、「調理」、「ゴミ出し」が 10％前後で高い。 

また、「要支援１・２」と「要介護１・２」では、「配食」が他のサービスより高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

7.4%(14人)

1.6%(3人)

3.7%(7人)

3.2%(6人)

2.6%(5人)

6.9%(13人)

3.2%(6人)

2.6%(5人)

1.1%(2人)

4.2%(8人)

75.7%(143人)

2.6%(5人)

11.9%(31人)

2.3%(6人)

3.1%(8人)

1.5%(4人)

3.1%(8人)

2.3%(6人)

2.7%(7人)

3.4%(9人)

1.9%(5人)

1.9%(5人)

75.1%(196人)

5.4%(14人)

7.4%(19人)

9.7%(25人)

10.5%(27人)

8.5%(22人)

9.7%(25人)

5.8%(15人)

5.8%(15人)

10.9%(28人)

0.4%(1人)

2.3%(6人)

76.0%(196人)

1.9%(5人)

0 20 40 60 80 100

配食

調理

掃除・洗濯

買い物（宅配は含まない）

ゴミ出し

外出同行（通院、買い物など）

移送サービス（介護・福祉タクシー等）

見守り、声かけ

サロンなどの定期的な通いの場

その他

利用していない

無回答

要支援１･２ (189人)

要介護１･２ (261人)

要介護３以上(258人)

（％）

現在利用している「介護保険サービス以外」の支援・サービス 
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(12)サービス利用の組み合わせ（要介護度別・世帯類型別） 

①全国（Ｒ２在宅介護実態調査の集計結果(全国集計)より） 

◎要介護度の重度化に伴い、いずれの世帯類型においても「訪問系を含む組み合わせ」が増

加 

・世帯類型別・要介護度別のサービス利用を見ると、要介護度の重度化に伴い「単身世帯」、

「夫婦のみ世帯」、「その他世帯(三世代世帯等)」では特に「訪問系を含む組み合わせ」の

割合が増加する傾向がみられた。 

・このように、現在、在宅で生活している要介護者は、要介護度の重度化に伴い「訪問系サ

ービスを含む組み合わせ」利用をしていくことで、在宅生活の継続を可能にしていると考

えられ、また、いずれの世帯類型についても概ね同様の傾向がみられるといえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

要介護度別・サービス利用の組み合わせ（単身世帯） 

要介護度別・サービス利用の組み合わせ（夫婦のみ世帯） 

要介護度別・サービス利用の組み合わせ（その他世帯） 
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②市の調査結果では‥‥ 

市では、全国の傾向である、要介護度の重度化に伴う「訪問系を含む組み合わせ」の増加

は「その他世帯(三世代世帯等)」ではみられるが、「単身世帯」と「夫婦のみ世帯」では要介

護１・２が高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

16.3%

7.4%

17.4%

17.5%

7.4%

10.9%

23.8%

44.1%

34.8%

42.5%

41.2%

37.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

要支援１・２(n=80)

要介護１・２(n=68)

要介護３以上(n=46)

未利用 訪問系のみ 訪問系を含む組み合わせ 通所系・短期系のみ

36.8%

15.4%

20.8%

10.5%

5.8%

20.8%

7.9%

9.6%

8.3%

44.7%

69.2%

50.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

要支援１・２(n=38)

要介護１・２(n=52)

要介護３以上(n=24)

未利用 訪問系のみ 訪問系を含む組み合わせ 通所系・短期系のみ

要介護度別・サービス利用の組み合わせ（単身世帯） 

要介護度別・サービス利用の組み合わせ（夫婦のみ世帯） 

要介護度別・サービス利用の組み合わせ（その他世帯） 

23.2%

16.7%

8.7%

5.8%

3.6%

6.5%

4.3%

11.6%

23.4%

66.7%

68.1%

61.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

要支援１・２(n=69)

要介護１・２(n=138)

要介護３以上(n=184)

未利用 訪問系のみ 訪問系を含む組み合わせ 通所系・短期系のみ
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(13)施設等検討の状況（要介護度別・世帯類型別） 

①全国（試行実施市町村の集計結果より） 

◎全国では、「夫婦のみ世帯」「その他世帯」では、要介護３以上においても「施設等を検討

していない」割合が高い。 

・施設等の検討状況について世帯類型別に見ると、要介護３以上で「検討していない」割合

は「単身世帯」では 49.9％、「夫婦のみ世帯」と「その他世帯(三世代世帯等)」では 60％

台であり、単身世帯以外では中重度の６割は施設を希望していない。反対に要介護３以上

で「申請済み」は、「単身世帯」が 18.8％、「夫婦のみ世帯」が 9.5％、「その他世帯(三世

代世帯等)」が 11.9％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

要介護度別・施設等検討の状況（単身世帯） 

要介護度別・施設等検討の状況（夫婦のみ世帯） 

要介護度別・施設等検討の状況（その他世帯） 
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②市の調査結果では‥‥ 

市では、施設について要介護３以上で「検討していない」割合は「単身世帯」では 44.4％、

「夫婦のみ世帯」で 58.3％、「その他世帯(三世代世帯等)」では 67.8％であり、「単身世帯」

と「夫婦のみ世帯」では、全国よりも低い。要介護３以上で「申請済み」は、「単身世帯」が

15.6％、「夫婦のみ世帯」が 8.3％、「その他世帯(三世代世帯等)」が 14.7％であり、「単身世

帯」と「夫婦のみ世帯」は全国よりも低くなっている。 

夫婦のみ世帯では、他の世帯類型と比べて、在宅意向が高いことがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

82.5%

67.2%

44.4%

13.8%

28.4%

40.0%

3.8%

4.5%

15.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

要支援１・２(n=80)

要介護１・２(n=67)

要介護３以上(n=45)

検討していない 検討中 申請済み

94.7%

68.6%

58.3%

5.3%

27.5%

33.3%

0.0%

3.9%

8.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

要支援１・２(n=38)

要介護１・２(n=51)

要介護３以上(n=24)

検討していない 検討中 申請済み

95.4%

67.9%

67.8%

3.1%

22.4%

17.5%

1.5%

9.7%

14.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

要支援１・２(n=65)

要介護１・２(n=134)

要介護３以上(n=177)

検討していない 検討中 申請済み

要介護度別・施設等検討の状況（単身世帯） 

要介護度別・施設等検討の状況（夫婦のみ世帯） 

要介護度別・施設等検討の状況（その他世帯） 
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(14)訪問診療の利用割合 

①全国（Ｒ２在宅介護実態調査の集計結果(全国集計)より） 

◎「要介護度の重度化」に伴い、「訪問診療」の利用割合が増加 

・要介護度別の「訪問診療の利用の有無」を見ると、要介護度の重度化に伴い、訪問診療の

利用割合が増加しており、要支援１では 4.0％であった訪問診療の利用割合が、要介護１

では 7.6％、要介護３では 14.3％、要介護５では 44.4％に増えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②市の調査結果では‥‥ 

市では、全国より利用割合は低くなっているが、全国と同様に介護度が上がると利用割合

が高くなる傾向が見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.0%

1.8%

2.4%

2.3%

5.5%

9.7%

30.9%

100.0%

98.2%

97.6%

97.7%

94.5%

90.3%

69.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

要支援１(n=72)

要支援２(n=113)

要介護１(n=125)

要介護２(n=131)

要介護３(n=91)

要介護４(n=103)

要介護５(n=55)

利用している 利用していない

要介護度別・訪問診療の利用割合 

要介護度別・訪問診療の利用割合 
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(15)訪問診療とサービスの利用有無の関係 

①全国（試行実施市町村の集計結果より） 

◎全国では、「訪問診療を利用している」ケースでは、短期系の利用割合が低い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

訪問診療の利用の有無別・サービスの利用の有無（訪問系、要介護３以上） 

訪問診療の利用の有無別・サービスの利用の有無（通所系、要介護３以上） 

訪問診療の利用の有無別・サービス利用の有無（短期系、要介護３以上） 
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②市の調査結果では‥‥ 

市においても、訪問診療利用者の短期入所利用割合が低くなっており、全国よりも低い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

81.3%

26.3%

18.8%

73.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用している(n=32)

利用していない(n=217)

訪問系利用あり 訪問系利用なし

65.6%

82.0%

34.4%

18.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用している(n=32)

利用していない(n=217)

通所系利用あり 通所系利用なし

3.1%

7.8%

96.9%

92.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用している(n=32)

利用していない(n=217)

短期系利用あり 短期系利用なし

訪問診療の利用の有無別・サービスの利用の有無（訪問系、要介護３以上） 

訪問診療の利用の有無別・サービスの利用の有無（通所系、要介護３以上） 

訪問診療の利用の有無別・サービス利用の有無（短期系、要介護３以上） 



44 

(16)新型コロナウイルス感染症の影響 

①介護サービス利用への影響（市の調査結果） 

介護サービスへの新型コロナウイルス感染症の影響を尋ねたところ、「影響があった」が

21.6％、「影響はなかった」が 62.6％となっている。 

要介護度別に見ると、「影響があった」という回答は要介護度が重くなるほど割合が高くな

る傾向が見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外出を控えることを求められたコロナ禍では、日常生活にも大きな影響を与えたと言われ

る。通所系の介護サービスの利用回数への影響をみると、「10～14 回」利用は「影響があっ

た」の割合が 27.9％と高く、これに「15～24 回」利用の 27.7％が続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

12.0%

22.0%

23.1%

27.9%

27.7%

56.6%

65.9%

65.8%

65.1%

62.1%

100.0%

27.1%

4.9%

6.0%

4.7%

4.1%

4.2%

7.3%

5.1%

2.3%

6.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

０回

(166人)

１～４回

( 41人)

５～９回

(117人)

10～14回

( 86人)

15～24回

(195人)

25回以上

(  3人)

影響があった 影響はなかった 利用していない 無回答

21.6%

15.6%

24.1%

24.9%

62.6%

63.8%

62.9%

59.8%

10.9%

15.6%

7.3%

11.0%

4.9%

5.0%

5.6%

4.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(634人)

要支援１･２

(160人)

要介護１･２

(232人)

要介護３以上

(209人)

影響があった 影響はなかった 利用していない 無回答

要介護度別・介護サービスへの新型コロナウイルス感染症の影響 

通所系サービスの利用回数別・介護サービスへの新型コロナウイルス感染症の影響 
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介護サービスへの新型コロナウイルス感染症の影響があったと回答した人に、その影響の

種類を尋ねると、70.8％の人が「通所系サービスの利用を控えた」と回答している。 

要介護度別に見ると、「通所系サービスの利用を控えた」は要介護度が上がると低くなる傾

向にあり、要支援１・２では 84.0％だが、要介護３以上では 59.6％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

圏域別で見ると、「通所系サービスの利用を控えた」について差異が見られた。「控えた」

が最も低かったのは「東部南」の 58.8％であり、最も高かったのは「東部北」の 100.0％で

あった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

70.8%

84.0%

76.8%

59.6%

0.7%

1.9%

2.2%

4.0%

1.9%

2.2%

3.6%

1.9%

16.8%

4.0%

12.5%

26.9%

7.3%

8.0%

7.1%

7.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(137人)

要支援１･２

( 25人)

要介護１･２

( 56人)

要介護３以上

( 52人)

通所系サービスの利用を控えた 通所系サービスを控えて訪問系に切り替えた

介護保険サービスを使わなくなった コロナ対策をしている通所事業所に替えた

その他 無回答

60.0%

77.3%

78.9%

100.0%

58.8%

80.0%

60.0%

4.5% 4.5%

5.9%

3.3%

11.8%

30.0%

9.1%

15.8%

23.5%

26.7%

6.7%

4.5%

5.3%

20.0%

13.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

北 部

(30人)

中部北

(22人)

中部南

(19人)

東部北

(11人)

東部南

(17人)

西部北

(20人)

西部南

(15人)

通所系サービスの利用を控えた 通所系サービスを控えて訪問系に切り替えた

介護保険サービスを使わなくなった コロナ対策をしている通所事業所に替えた

その他 無回答

要介護度別・新型コロナウイルス感染症の影響の内容 

圏域別・新型コロナウイルス感染症の影響の内容 
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【その他】 

①現在抱えている傷病について 

現在抱えている傷病については、「認知症」が 29.7％と最も高く、次いで「筋骨格系疾患

(骨粗しょう症、脊柱管狭窄症等)」と「脳血管疾患(脳卒中)」が 23.0％で、３項目が 20％を

超え高くなっている。また、「その他」も 22.1％ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

23.0%(173人)

17.2%(129人)

6.0%(45人)

7.2%(54人)

2.7%(20人)

23.0%(173人)

1.3%(10人)

11.9%(89人)

29.7%(223人)

3.5%(26人)

2.9%(22人)

14.8%(111人)

14.2%(107人)

22.1%(166人)

1.9%(14人)

0.8%(6人)

3.1%(23人)

0 10 20 30 40

脳血管疾患（脳卒中）

心疾患（心臓病）

悪性新生物（がん）

呼吸器疾患

腎疾患（透析）

筋骨格系疾患（骨粗しょう症、脊柱管狭窄症等）

膠原病（関節リウマチ含む）

変形性関節疾患

認知症

パーキンソン病

難病（パーキンソン病を除く）

糖尿病

眼科・耳鼻科疾患（視覚・聴覚障害を伴うもの）

その他

なし

わからない

無回答 回答者実数：751人

（％）
現在抱えている傷病について 



47 

②訪問看護の利用割合 

要介護度別の「訪問看護の利用の有無」を見ると、訪問看護の利用割合は要介護４までは

10％未満だが、要介護５では 22.4％に増えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2.8%

4.3%

6.3%

8.2%

7.4%

6.6%

22.4%

90.3%

88.0%

85.0%

84.3%

84.0%

82.1%

63.8%

6.9%

7.7%

8.7%

7.5%

8.5%

11.3%

13.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

要支援１

( 72人)

要支援２

(117人)

要介護１

(127人)

要介護２

(134人)

要介護３

( 94人)

要介護４

(106人)

要介護５

( 58人)

利用している 利用していない 無回答

要介護度別・訪問看護の利用割合 
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③ご自身の生活や人生に関する悩み 

ご自身の生活や人生に関する悩みについては、「心身の健康」が 46.7％と最も高く、次い

で「自分の自由な時間が取れない」が 34.2％、「経済的な問題」が 30.0％となっており、３

項目が 30％を超え高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

46.7%(296人)

30.0%(190人)

11.0%(70人)

2.1%(13人)

19.2%(122人)

13.1%(83人)

13.6%(86人)

3.3%(21人)

3.5%(22人)

2.1%(13人)

34.2%(217人)

13.2%(84人)

18.3%(116人)

18.6%(118人)

7.6%(48人)

12.8%(81人)

0 20 40 60 80

心身の健康

経済的な問題

仕事に就けない

職場の人間関係

仕事と介護と自分の生活のバランスがとれない

要介護者との関係

家族関係

近隣との関係

医療機関や介護事業所との関係

行政との関係

自分の自由な時間が取れない

要介護者へのサービスの質・量の不足

介護する人の緊急時における要介護者へのサービス

将来への見通しが持てない

その他

無回答 回答者実数：634人

（％）
ご自身の生活や人生に関する悩み 
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Ⅱ．在宅介護実態調査結果から見える課題のまとめ 

まとめ１．在宅介護の状況（介護者） 

・主な介護者の年齢を見ると、「60代」が 26.3％で最も高く、次いで「50代」が 25.7％、「70代」

が 21.1％、「80歳以上」が 10.1％と、60歳以上での主な介護者が 57.5％を占めている。 

・介護の頻度は「ほぼ毎日」が約６割を占めている。 

・介護者の孤独感を見ると、孤独を感じている介護者は 43.7％となっている。要介護度別に見る

と、孤独感がある介護者は、要支援１・２では 32.5％であるのに対し、要介護１・２で 45.3％、

要介護３以上は 51.7％であり、要介護者を持つ介護者の方で、孤独感を抱いている人が多くな

っている。 

・介護者が行っている介護の内容としては、「外出の付き添い、送迎等」、「その他の家事(掃除、

洗濯、買い物等)」、「金銭管理や生活面に必要な諸手続き」、「食事の準備(調理等)」が高くなっ

ている。要介護３以上では「日中の排泄」、「夜間の排泄」、「食事の介助(食べるとき)」、「身だ

しなみ(洗顔・歯磨き等)」、「衣類の着脱」、「屋内の移乗・移動」がほかの介護度よりも非常に

高くなっており、中重度の介護度では身体の介助・介護の度合いが高くなっている。 
 

●在宅介護における介護者は、60歳以上が約６割を占めている。中重度者の介護では、身体介

護も必要であり、老々介護への対策を検討する必要がある。 

●介護者の中には孤独感を抱える人が４割を超えており、介護者の孤独感を緩和する取組が

必要である。 
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まとめ２．介護者の就労と介護の状況 

・「就労しながら介護を行っている」割合が 48.6％で、４割以上が働きながら介護を行っている。 

・介護者の日中の在宅状況を見ると、「日中はほとんど家にいる」が37.5％で最も高いものの、“家に

いない”も39.4％あり、特に「仕事のため、日中はほとんど家にいない」は25.4％であった。 

・介護と就労の両立について、「続けていくのは、やや難しい」が 11.7％、「続けていくのは、か

なり難しい」が 6.2％であり、就労継続が困難と考えている介護者は 17.9％となっている。 

・仕事と介護を両立するために勤め先に支援してほしいこととして、「介護休業・介護休暇等の制

度の充実」、「介護をしている従業員への経済的な支援」、「労働時間の柔軟な選択(フレックスタ

イム制など)」が高くなっている。 

・利用している介護サービスは、ほとんどが通所系のみであり、介護者が就労等で日中不在とな

るため、訪問系よりも通所系の介護サービスが利用されていると考えられる。 
 

●主な介護者のうち、４割以上が働きながら介護を行っており、「仕事のため日中は家にほと

んどいない」が２割半ばを占める。 

●介護のため就労が困難と考えている介護者が１割弱おり、仕事と介護の両立のため、介護

休業・介護休暇等の制度の充実や制度を利用しやすい職場づくりを求める声が多い。 

●在宅介護者のうち半数程度は、就労等のため主な介護者が日中不在となることから、通所

系サービスが利用されるという生活スタイルが見られる。 

●仕事と介護の両立のための施策を検討する必要がある。 

 

 

まとめ３．介護をする上での困りごと、求められている生活支援 

・介護をする上での困りごととしては、要介護３以上については「夜間の排泄」が 33.3％で最も

高いほか、「認知症状への対応」、「日中の排泄」がこれに次いで高い。また、要介護１・２では

「認知症状への対応」が 42.4％あり、要介護３以上を 12.9ポイント上回っている。要支援１・

２では、「外出の付き添い、送迎等」が 40.7％と最も高くなっている。 

・就労継続が困難と考える介護者が不安に感じる介護は「夜間の排泄」、「認知症状への対応」、「屋

内の移乗・移動」が高くなっている。特に「夜間の排泄」を不安に感じる介護者が非常に多い。 

・在宅生活を継続するために必要と感じる支援・サービスとしては、「要介護３以上」では「移送

サービス(介護・福祉タクシー等)」が高くなっている。要介護１・２では、「見守り、声かけ」、

「配食」が高い。また、要支援１・２では「外出同行(通院、買い物など)」、「配食」が求めら

れている。 
 

●在宅介護における困りごととして、「夜間の排泄」と「認知症状への対応」が特に多く、対応

策の検討が必要である。 

●在宅介護を継続するために求められる支援・サービスは、介護度によって異なることから、

軽度者、中重度者、それぞれに合った支援の方法を考えなければならない。 
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まとめ４．施設入所の希望 

・施設入所の希望について見ると、要介護３以上で「検討していない」割合は「単身世帯」では

44.4％、「夫婦のみ世帯」では 58.3％、「その他世帯(三世代世帯等)」では 67.8％であり、「単

身世帯」と「夫婦のみ世帯」では、全国よりも低い。 

・要介護３以上で「申請済み」は、「単身世帯」が 15.6％、「夫婦のみ世帯」が 8.3％、「その他世

帯(三世代世帯等)」が 14.7％であり、「単身世帯」と「夫婦のみ世帯」は全国よりも低くなって

いる。 
 

●在宅介護の継続希望は、要介護３以上では全国値より若干低い状況にある。 

●施設入所希望は、「申請済み」は、「単身世帯」、「その他世帯」が１割半ば、「夫婦のみ世帯」

が１割未満となっている。 

●在宅介護の実態として、施設入所希望が「単身世帯」と「夫婦のみ世帯」は全国値を下回っ

ており、入所施設の整備を検討する必要がある。 

 

 

まとめ５．訪問診療や訪問看護等の利用 

（訪問診療の利用状況） 

・在宅介護を継続する上では、在宅医療の充実も必要であるが、市では 5.7％と、全国 10.0％と

比べて訪問診療の利用率が低くなっている。 

・要介護度で見ると、要介護度の上昇に比例して利用割合が高くなっている。 

（訪問看護の利用状況） 

・訪問看護の利用状況は、全体では7.6％の人が「利用している」と回答している。 

・要介護度の上昇に比例して概ね利用割合が高くなっている。特に、要介護５では 22.4％と他の

介護度よりも高くなっている。 
 

●本市では、訪問診療の利用割合が要介護度の上昇に比例して高くなっているが、全国と比べ

ると低くなっている。 

●要介護認定者が在宅生活を続けるためには、疾病や要介護度の重度化防止施策のほか、在宅

医療と介護の連携が重要であり、地域の包括的支援体制の強化が必要である。 
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まとめ６．新型コロナウイルス感染症の影響 

（介護サービス利用への影響） 

・介護サービスへの利用について新型コロナウイルス感染症の影響を尋ねたところ、「影響があっ

た」が 21.6％、「影響はなかった」が 62.6％となっている。要介護度別に見ると、「影響があっ

た」という回答は要介護度が重くなるほど割合が高くなる傾向が見られる。 

・通所系の介護サービスの利用回数への影響を見ると、月あたりの利用回数が多いほど、影響が

あったという回答割合が高い傾向がある。 

・介護サービスへの新型コロナウイルス感染症の影響があったと回答した人に、その影響の種類

を尋ねると、70.8％の人が「通所系サービスの利用を控えた」と回答している。要介護度別に

見ると、「通所系サービスの利用を控えた」は要介護度が上がると低くなる傾向にあり、要支援

１・２では 84.0％だが、要介護３以上では 59.6％となっている。 
 

●介護保険サービス利用への新型コロナウイルス感染症の影響があったという回答は２割あ

る。通所系サービス利用者では、10～24回の頻回の利用の方の約３割が影響を受けている。

また、影響を受けて「通所系サービスの利用を控えた」という回答は７割となっている。 

 

 

 

 


